
島根半島の海岸に生息する甲虫類（１４）カワチマルクビゴミムシ
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ホシザキグリーン財団，〒６９１００７６島根県出雲市園町沖の島１６５９５

カワチマルクビゴミムシ Nebria lewisi Batesは，体長１２１４．５mmほどのオサムシ科に属する地表性甲

虫で，本州，四国，九州に分布している（上野，１９８５）．本種は海岸だけでなく河川敷などにも生息する．

島根半島の海岸では，神戸川の河口や宍道湖岸の砂浜で確認されている（河上・林，２００７）．
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写真 漂着物の下に隠れていたカワチマルクビゴミムシ

２００６年４月１７日１０時５３分，出雲市大社町の神戸川河口にて撮影．河口に漂着した流木の下に潜んでいた個体．な
お，林（２００６）により，宍道湖西岸の干潟からキベリマルクビゴミムシ Nebria livida angulata Banningerが報告されて
いるが，本種の誤同定である（河上・林，２００７）．
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